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新中期経営計画「NKC-Plan２０１５」策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において２０１１年度を初年度とする５ヵ年の新中期経営計画

「NKC-Plan２０１５」を策定いたしましたので、その概要をお知らせいたします。本計画は、

当初今春に成案をご提示する予定でありましたが、震災の影響等を踏まえ、事業戦略の見直し・

再構築を行い、本日策定に至ったものであります。 

 

 

１．前中期経営計画「NKC-Plan２０１０」の総括 

 

 【連結業績推移】             （単位：億円） 

 2008 年度 

（実績） 

2009 年度 

（実績） 

2010 年度 

（実績） 

売上高 487 383 391

営業利益 6.9 14.5 30.9

経常利益 8.4 12.3 30.1

当期純利益 3.5 6.6 ▲9.6

 

 

 

２．新中期経営計画「NKC-Plan２０１５」の概要 

 

（１）計画の名称  NKC-Plan２０１５（２０１１年～２０１５年） 

（２）経営目標   高機能化による事業拡大と被災した小名浜工場の再構築 

          ◇収益 

・経常利益 ３８億円 

          ◇環境 

・地球温室効果ガスの削減 

              エネルギー原単位：１９９０年度比２０％削減 

◇安全 

・保安事故、労働災害ゼロ 

・GPS 活動（リスクベースの化学物質管理）の推進 

    評価結果、管理方法の公表 

 

 



（３）年次別収益計画 

 ①連結売上高・損益計画                     （単位：億円） 

 
10 年度

実績 

11 年度

計画 

12 年度

計画 

13 年度

計画 

14 年度 

計画 

15 年度

計画 

売上高 391 375 394 413 429 445

営業利益 30.9 19.8 23.5 29.5 33.5 37.5

経常利益 30.1 20.6 24.0 30.0 34.0 38.0

純利益 ▲9.6 10.6 11.6 15.3 17.7 20.1

 
②セグメント別売上高計画                     （単位：億円） 

 
10 年度

実績 

11 年度

計画 

12 年度

計画 

13 年度

計画 

14 年度 

計画 

15 年度

計画 

単
独 

無機化学品 187 158 158 165 173 178

機能化学品・化成品 105 112 119 126 134 140

  関係会社、その他 99 105 117 122 122 127

  合計 391 375 394 413 429 445

 
 ③セグメント別経常損益計画                    （単位：億円） 

 
10 年度

実績 

11 年度

計画 

12 年度

計画 

13 年度

計画 

14 年度 

計画 

15 年度

計画 

単
独 

無機化学品 12.0 5.3 8.5 10.4 11.7 13.2

機能化学品・化成品 13.7 12.8 11.0 15.7 19.3 21.8

  関係会社、その他 4.4 2.5 4.5 3.9 3.0 3.0

  合計 30.1 20.6 24.0 30.0 34.0 38.0

 

（４）セグメント別主要戦略（２０１１年～２０１５年） 

①無機化学品セグメント 

   ◇合成石英粉事業の強化・拡大 

     ・最適生産体制の構築 

     ・光ファイバー市場への本格参入 

   ◇アンモニア系事業の徹底した効率化と基盤強化 

   ◇ＡｄＢｌｕｅ®（ディーゼル車脱硝用高品位尿素水）事業の拡大 

②機能化学品・化成品セグメント 

   ◇ＴＡＩＣ®事業の拡大・強化 

     ・新規高機能グレード開発による拡販 

     ・新規用途開発 

   ◇メタノール・ホルマリン事業の徹底した効率化と基盤強化 

   ◇特殊機能化学品の用途開発と拡販 

     ・特殊感光剤 

     ・脂肪酸アマイド 

     ・アクリレート 

   ◇ＥＬ薬品事業の徹底した効率化 

③未来材料 

◇光関連材料の技術開発と市場開拓 

     ・高屈折率材料 

     ・低屈折率材料 

 

 



（５）小名浜工場の再構築 

◇徹底した効率化・合理化 

      生産・物流等コスト削減 

◇災害に強い工場の構築 

      地震・津波対策等 

◇遊休土地の活用 

    

（６）設備投資計画 
  （単位：億円） 

 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 5 ヵ年計

拡大・合理化 3.7 10.6 17.3 23.1 18.1 72.8

インフラ整備等 8.3 8.8 5.3 4.8 5.3 32.5

合計 12.0 19.4 22.6 27.9 23.4 105.3

   拡大・合理化 ：新規設備設置、設備増強、省資源・省エネルギー化等 

   インフラ整備等：設備劣化更新、共通設備の設置・更新等 

 

（７）研究開発（ＲＤ）投資計画 
 （単位：億円） 

 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 5 ヵ年計

無機化学品 1.1 1.8 2.0 2.7 2.7 10.3

機能化学品・化成品 3.4 3.8 3.8 4.0 4.0 19.0

未来材料 1.7 1.3 1.3 1.4 1.4 7.1

合計 6.2 6.9 7.1 8.1 8.1 36.4

 

 

※本資料記載の将来の見通しに関する事項については、現時点において入手可能な情報に  

基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合が

あります。 

 

以上 

 

<本件に関するお問い合わせ先> 

日本化成株式会社 総務人事部総務グループ TEL:03-5540-5861 
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日本化成株式会社
取締役社長 中村英輔

ー高機能化による事業拡大と
被災した小名浜工場の再構築ー

第９次中期経営計画

（２０１１年～２０１５年 ５ヵ年計画）
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Ⅰ．ＮＫＣ-Ｐｌａｎ２０１０の総括

（２００８年～２０１０年）

１．連結業績の推移

DS Plan21 NEW DS Plan21 NKC-Plan2010

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

売
上
高

（
百
万
円

）

-1,500

-1 ,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

利
益

（
百
万
円

）

売上高 29,132 35 ,395 46 ,912 51 ,013 51 ,729 48 ,650 38 ,301 39 ,118

営業利益 523 891 1 ,807 2 ,073 3 ,263 687 1 ,454 3 ,086

経常利益 601 869 1 ,857 2 ,145 3 ,462 842 1 ,232 3 ,005

当期純利益 248 -345 893 1 ,101 1 ,540 347 661 -961

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度
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２．連結業績推移

2008年度 2009年度 2010年度

（実績） （実績） （実績）

売上高 ４８７ ３８３ ３９１

営業利益 ６．９ １４．５ ３０．９

経常利益 ８．４ １２．３ ３０．１

当期純利益 ３．５ ６．６ ▲９．６

（単位：億円）

Ⅱ．ＮＫＣ-Ｐｌａｎ２０１５の概要

（２０１１年～２０１５年）
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１． 経営目標

“高機能化による事業拡大と

被災した小名浜工場の再構築”

◇収益

・経常利益 ３８億円

（参考）売上高 ４４５億円 ＲＯＡ ８．５％

◇環境

・地球温室効果ガスの削減

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位：1990年度比20%削減

◇安全

・保安事故、労働災害ゼロ

・ＧＰＳ活動（リスクベースの化学物質管理）の推進
評価結果、管理方法の公表

２． 年次別収益計画
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１０年度
実績

１１年度
計画

１２年度
計画

１３年度
計画

１４年度
計画

１５年度
計画

売上高 ３９１ ３７５ ３９４ ４１３ ４２９ ４４５

営業利益 ３０．９ １９．８ ２３．５ ２９．５ ３３．５ ３７．５

経常利益 ３０．１ ２０．６ ２４．０ ３０．０ ３４．０ ３８．０

純利益 ▲９．６ １０．６ １１．６ １５．３ １７．７ ２０．１

（１）連結 売上高・損益計画

【単位：億円】

１０年度
実績

１１年度
計画

１２年度
計画

１３年度
計画

１４年度
計画

１５年度
計画

単
独

無機化学品 １８７ １５８ １５８ １６５ １７３ １７８

機能化学・化成品 １０５ １１２ １１９ １２６ １３４ １４０

関係会社、その他 ９９ １０５ １１７ １２２ １２２ １２７

合計 ３９１ ３７５ ３９４ ４１３ ４２９ ４４５

（２）セグメント別売上高計画

【単位：億円】
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１０年度
実績

１１年度
計画

１２年度
計画

１３年度
計画

１４年度
計画

１５年度
計画

単
独

無機化学品 １２．０ ５．３ ８．５ １０．４ １１．７ １３．２

機能化学・化成品 １３．７ １２．８ １１．０ １５．７ １９．３ ２１．８

関係会社、その他 ４．４ ２．５ ４．５ ３．９ ３．０ ３．０

合計 ３０．１ ２０．６ ２４．０ ３０．０ ３４．０ ３８．０

（３）セグメント別経常損益計画

【単位：億円】

３． セグメント別戦略
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（１）無機化学品セグメント
主要戦略（2011年～2015年）

◇合成石英粉事業の強化・拡大

・最適生産体制の構築

・光ファイバー市場への本格参入

◇アンモニア系事業の徹底した効率化と基盤強化

◇AdBlue（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車脱硝用高品位尿素水）事業の拡大

（２）機能化学品・化成品セグメント
主要戦略（2011年～2015年）

◇TAIC事業の拡大・強化

・新規高機能グレード開発による拡販

・新規用途開発

◇ﾒﾀﾉｰﾙ・ﾎﾙﾏﾘﾝ事業の徹底した効率化と基盤強化

◇特殊機能化学品の用途開発と拡販

・特殊感光剤

・脂肪酸アマイド

・アクリレート

◇EL薬品事業の徹底した効率化
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（３）未来材料
主要戦略（2011年～2015年）

光関連材料の技術開発と市場開拓

◇高屈折率材料
◇低屈折率材料

◇エレクトロニクス（電子）からフォトニクス（光）の時代と言われる２１世紀において、
新規光学材料がイノベーションを支えるキーテクノロジーとなる。

◇高速大容量化、高集積化、画像処理関連技術の進展と、ニーズの高まりに
伴い、フォトニクス技術をベースとした光学デバイスの開発が今後ますます進んで
いく。

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ﾌｫﾄﾆｸｽ
電気通信
電子回路
電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ

光通信
光回路

光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ナノ粒子

（製造基礎）（分散技術）

Si-ハイブリッド材料

（低屈折率光学材料）

Si（シリカ）多孔質膜

（膜構造制御）

光関連材料

低反射
（視認性）

光取り出し
（発光効率） 導光

（光伝送、光回路）

ﾅﾉ粒子高充填技術
屈折率：1.77

光源

ここが技術
ここが技術

ZrO2-ナノコンポジット

（高屈折率光学材料）

反射防止材料フロントライト スマートフォン デジタルサイネージ

Si化学技術で高空隙率
屈折率：１．25

基盤配線は、現状、電
気回路であるが、将来、
光回路に置き換わる
可能性あり
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４．小名浜工場の再構築

◇徹底した効率化・合理化
生産・物流等コスト削減

◇災害に強い工場の構築
地震・津波対策等

◇遊休土地の活用

５．設備投資計画

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 5ヵ年計

拡大・合理化 ３．７ １０．６ １７．３ ２３．１ １８．１ ７２．８

インフラ整備等 ８．３ ８．８ ５．３ ４．８ ５．３ ３２．５

合計 １２．０ １９．４ ２２．６ ２７．９ ２３．４ １０５．３

拡大・合理化 ：新規設備設置、設備増強、省資源・省エネルギー化等

インフラ整備等：設備劣化更新、共通設備の設置・更新等

【単位：億円】
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６．研究開発（ＲＤ）投資計画

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 5ヵ年計

無機化学品 １．１ １．８ ２．０ ２．７ ２．７ １０．３

機能化学・化成品 ３．４ ３．８ ３．８ ４．０ ４．０ １９．０

未来材料 １．７ １．３ １．３ １．４ １．４ ７．１

合計 ６．２ ６．９ ７．１ ８．１ ８．１ ３６．４

【単位：億円】

以 上


